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1 はじめに 

 慢性疾患の発症には,喫煙,栄養,飲酒,運動といった生活習慣が大きく関わっている．

慢性疾患の罹患者数は年々増加しており,毎年全世界で 380 万人が心疾患や高血圧,糖

尿病,呼吸器疾患などの慢性疾患により死亡するといわれている（World Health 

Organization, 2015）．わが国も総医療費に占める生活習慣病医療費（註 1）は,約 3割

を占めており（厚生労働省，2015）,生活習慣病の対策は公衆衛生上の大きな課題とな

っている．生活習慣の中でもとりわけ食生活は健康の維持に加え,生活の質（QOL）の向

上といったヘルスプロモーションの重要な要素である．国においても 2000 年に総合的

な「食」のあり方を考え,実践するための「食生活指針」を策定し,国民の啓発につなげ

てきている．しかし「食生活指針」を「内容を含め知っている」とする割合は,策定年

度の 2.8%から 3 年後の 2003 年は 4.9%と大きく上昇したものの,その 10 年後の 2014 年

時は 5.1%と認知度は低い状況にある（サーベイリサーチセンター，2015）．また食生活

が要因となる肥満ややせについては,このたび公表された「平成 27年国民健康・栄養調

査」（厚生労働省，2016）の概況によると,全体的に女性の肥満率は減少しているなどの

改善がみられているが,男性の肥満割合は過去 3年間に比べ増加している．一方で 20歳

代の女性のやせの割合は約 22％となっており,国の健康増進政策では若年のやせの割合

を減らす目標を掲げているが達成には至っていない． 

私たちの食を取り巻く環境は,物流の促進や食文化など時代により大きく変わってき

ている．このような食生活習慣の変化は,肥満の割合の増加など生活習慣病発症のトレ

ンドにも影響を及ぼしていることが示唆されている（Yoshiike, 2002）．疾病予防,QOL
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の観点から,健康的な食生活を推進していくには,どのような取組みが求められるので

あろうか．本研究は大学生と 65歳以上の地域住民を対象に食生活習慣を把握,世代間の

違いとその背景にある文化を検証することを目的とした．複数の大学が設置される学術

都市というコミュニティの特性を活かし,世代間交流を通して「健康な食生活」に向け

た方策を提案していく． 

 

2 方法 

2.1 研究フィールドと研究参加者 

本研究フィールドのＡ市Ｂ区は,1980年に住宅等の整備がされたニュータウンであ

り,Ａ市の中で最も近年になって開発された地区である．このため区の高齢化率は,全

国平均 23％であるのに対し 18.3%（2010年時）と低い．しかし 2025年には高齢化率

は 30%を越えるとの推計があり,他区と比較しても高齢化進展は急速である．またＢ区

は学術都市を有し,学術都市地区には 8つの高等教育機関が設置されており,日中の流

入人口で若者が占める割合は高く,多様な世代が交流できる機会を持っている．研究参

加者は,Ｂ区近隣に居住する 65歳以上住民と,Ｂ区の大学に在籍する学生で,本調査の

趣旨を理解し協力の得られる人とした． 

  

2.2 調査方法 

 調査は 2016年 6月に自記式質問紙を用い,性別,年齢,普段の活動レベル,余暇の運動

の有無と食事摂取内容の回答を得た．なお食事摂取内容は,24時間思い出し法を用い

前日の 1日の食事内容を記載してもらった． 

さらに同日に大学生,地域住民 19人が参加するワークショップを開催した．ワークシ

ョップは 3 グループ（各グループ 5～7 人で構成）に分かれ,それぞれ「食生活と生協」

「食生活と世代」「グローバル化と食生活」をテーマに意見交換を行った．研究者がフ

ァシリテーターとなり,それぞれのテーマについて 30 分間話し合い,その後他のグルー

プに意見交換した内容を報告発表した．本稿では「食生活と世代」をテーマにした内容

のみを取り上げ分析を行った．ワークショップ当日の昼食は,Ｃ大学生協食堂で参加者

は一律 700 円までの無料食券を提供し,その範囲内で自由にメニューを選び摂取しても

らった．「食生活と世代」のグループでは,「その日の昼食メニューと，なぜそのメニュ

ーを選択したか？」の疑問を投げかけてから意見交換を開始してもらった．  

 

2.3 分析方法 

 食事内容については,記述された食品内容をもとに 1日の推定摂取エネルギー

（Kcal）を算出し,年齢,性別,活動量をもとに 1日に必要とされる必要摂取エネルギー

量の比較を行った．算出にあたっては,エクセル栄養君（健帛社，東京）を用いた．ワ

ークショップによるデータは,「食生活と世代の違い」に関する内容の発言を抽出し,
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類似した内容をコード化した．なお文中における質的分析結果のコードは〈 〉,発言

内容は「 」で示す． 

 

2.4 倫理的配慮 

 調査の趣旨説明は口頭ならびに文書で行い,研究参加者からは署名による同意を得

た．本研究は,神戸市看護大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認日 2015年 7

月 14日）． 

 

3 結果 

3.1 24時間の食事摂取 

 研究参加者の内訳は,大学生 10 人（女性 9 人,男性 1 人,平均年齢 20 歳）と地域住

民 5 人（男性 5人,平均年齢 68.8 歳）であった．表 1 に大学生,表 2 に住民の食事摂取

の内容の一例と摂取エネルギー等を記載する．表中の推定摂取エネルギー量の下線は必

要量に満たないエネルギー量を示す． 
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大学生の多くは,日常を授業等で座って過ごすことが多いことから,多くは身体活動

レベルを「普通」としていた．また余暇に運動をする人数は 4人であった．2015年版日

本人の食事摂取基準によると,身体活動レベルが「普通」の 18～29歳の男性の推定エネ

ルギー必要量は 2650Kcal,女性は 1950Kcalである（厚生労働省 2014年）．本調査対象

者のうち 6人が必要量に満たないエネルギー量であった． 

 地域住民の身体活動レベルは,2 名が日常的にスポーツをしていることから「高い」

レベルにあった．また 5人中 4人が余暇になんらかの運動を行っていると回答した．身

体活動レベルが「普通」の男性の推定エネルギー必要量は,50～69歳は 2450Kcal,70歳

以上は 2200Kcalであるが,推定エネルギー必要量に満たない人が 1人いた（表 2）． 

  

 

3.2 ワークショップにおける意見内容 

 グループの構成は,大学生 5 人（全員女性）と住民 2 人（全員男性）であった．大学

生と住民の意見の中で,世代による意見や考えの相違が見られたカテゴリとして,〈メニ

ューの選択〉〈摂取カロリー〉〈食への満足〉が抽出された．抽出されたカテゴリと意見

内容のまとめを表 3 に示す． 

当日摂取した昼食の種類は,地域住民はそれぞれ 5～6 皿,学生は 1～4 皿であった．

〈メニュー選択〉の基準の違いとして,地域住民は「予算の範囲内でなるべく野菜,魚が

とれるように工夫した」と 1食の栄養バランスを考慮した発言があった．それに対して



特集：多文化異文化交流と学園都市的食生活 

世代間交流から考えた健康的な食生活習慣 

  

2017 現象と秩序 7  - 27 - 

 

大学生は,「麺類のメニューが自分の所属する大学（の食堂）にないから,この機会に食

べたいと思った」「朝食を食べる時間が遅かったため,お昼はおにぎりだけで済ませた」

と,日常的に摂取できない機会を捉えて,あるいは「空腹か否か」という体感的な判断で

その食事のメニュー選択を行う意見が出された． 

 〈摂取カロリー〉の違いとしても,大学生は 1 日の全体の摂取量を換算してその食事

のカロリーを基準にしていたのに対し,地域住民は健康を気にかけて各食の摂取カロリ

ーを考えるといった相違が見られた．QOLの視点から食を選択する基準となる〈食への

満足〉については,大学生は「おしゃれ」というキーワードがあったのに対し,地域住民

は「地元のもの」あるいは「家族みんなで食べる」という意見がそれぞれ抽出された． 

 一方で同じ世代である大学生間でも独り暮らし,あるいは実家暮らしによって,食生

活の違いがあることを示唆する意見が出された． 

 

4 考察 

 本稿では，大学生と地域住民を対象に 1日の摂取エネルギー量の実態を把握し，食事

内容における世代間の違いについて比較を行った結果，参加大学生の半数以上は 1日推

定摂取エネルギー量が必要量に満たなかった．また表 1，2 に示すように 1 日の食事摂

取内容においても，地域住民と比較すると全体的に摂取品目が少ない傾向がみられた．

さらに地域住民はほぼ全員が毎食野菜を摂取しているのに対し，大学生においては野菜

を摂取する頻度は 1 日のどこかで 1 食となっていた．2005 年に厚生労働省と農林水産
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省により策定された「食事バランスガイド」では，望ましい食生活の内容として主食，

副菜（野菜，きのこ，いも，海藻料理），主菜（肉，魚，卵，大豆料理），牛乳・乳製品，

果物をバランスよく摂取することが推奨されている（厚生労働省,2005 年）．しかし大

学生と地域住民の摂取食品の多様性の違いがみられたのは，ワークショップの自由意見

にもあったように，高齢期にある参加住民は「健康」に対する意識が高く，努めて野菜

を摂取するなど毎食の栄養バランスと摂取エネルギーをよう心がけているためと考え

られる．一方大学生は，見た目や空腹か否かという視覚や体感といった食事時の「感覚」

で食事内容を決める傾向にあり，健康を意識したものではないことが示唆された．慢性

疾患を罹患する高齢者は多く，とくに罹患をきっかけとして医療者から健康的な食生活

の改善を指導されるなど，定期的に食事に関する情報を得る機会が参加住民のほうが多

いことが要因と考えられる．しかし大学生にとって「現在」病気を発症していなくても，

青年期の過剰あるいは過少な摂取エネルギー量や偏った食事内容は，「将来」の心疾患

や糖尿病の発症リスクにもなりうることから（Lynch 2005 年），大学生においても，健

康維持・増進に向けた健康的な食生活を意識づける必要がある． 

また食事摂取の内容が偏る原因について，特に自宅を離れ単身で生活する学生にとっ

ては，価格の高騰や学習のため買い物が制限されることが要因となっていることが把握

された．大学生 450人を対象にした調査においても，食事の際に最も気にする内容とし

て，対象者の 9割は「価格」と回答しており，特に単身で生活している学生にその割合

が多いことが報告されている（門間,2014 年）．大学生は親元からの自立を促される時

期でもありながら，一方でアルバイトなど限られた就労しか行えないことから，経済的

な影響を最も受けやすい集団ともいえる．大学生でも健康的な食生活を実践できるよう

に大学の学生食堂を活用し，安価で多様な食品目を摂取できる環境づくりと大学の支援

が不可欠と考えられる． 

  

5 結論 

 今回，世代間交流を通して大学生，地域住民それぞれが「食事」について話し合うき

っかけを持ったことは，異なる世代の食に対する考えを知ることに加え，自己の食生活

の課題に気付く機会ともなった．世代間交流を通した食育の実践が学童期と高齢者を対

象にしたものが多い中，自炊を行う機会が増える大学生がより健康を意識するうえでも

地域住民との交流を通して学ぶ機会を増やすことも重要である．地域の大学として，学

生食堂が，大学生や地域住民に対し健康的な食生活に関する情報発信をする役割を持ち，

食育を推進できるようになることが推奨される． 
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都市的食生活を，生協食堂における『健康栄養相談会のワークショップ化』を通して獲

得する」（研究代表 樫田美雄）の助成を受けて実施した． 

 

註 1．悪性腫瘍,糖尿病,脳血管疾患,虚血性心疾患,高血圧性疾患の 5疾患 
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【編集後記】 

 『現象と秩序』第 7号をお届けします．巻頭の特集『多文化異文化交流と学園都市的食

生活』は，神戸市看護大学教員，神戸市外国語大学教員，および，神戸市外国語大学消費

生活協同組合職員が共同で申請した研究経費に基づいてなされた研究をベースにしたもの

です．高齢化が進行しつつある，神戸市郊外のニュータウンという事情や，留学生が比較

的多い外語大と，一人もいない看護大という事情に基づいた研究がなされていますが，そ

の一方で，全国の地域や大学と同時代的状況を共有している面もあります．そういう眼で

見て頂ければ幸いです． 

特集以外の論説では，まず，飯田論文は、幼児に関するエスノメソドロジー・会話分析

研究の成果です．幼児と母と祖母の 3 者間で，カテゴリーに関する理解の摺り合わせが複

雑に高度に達成されていることが明白にわかる論考になっています． 

桃井論文も，画像を大量に用いた授業研究になっています．また，アクティブ・ラーニ

ング研究にもなっていて，その点では，特集の第一論文とも関連しています． 

篠島ほか論文は，ALS 療養者のさまざまな工夫を扱った論文です．足の指で絵を描くに

あたって，かつて建築関係の仕事で使っていた製図ソフトが流用されています．経路依存

性研究としての質を持っているように思われます． 

藤野ほか論文は，女子車椅子バスケットボール研究が扱われています．関西に１チーム

しか女子チームがない，ということで，通常は強化の困難が帰結されると思われるのに，

インタビューによれば，国際大会準備として男子チームに混じって練習することが有効だ，

という話になっています．一種の思わざる効果研究として成立していると思います． 

  次号には、特集：『社会学を基盤にした（ソーシャルワーク系）新専門職の可能性』が

掲載される見込みです．ご期待ください．                (Y.K.) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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